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労
働
大
臣
表
彰
に
輝
く

仙
川
労
山
少
年
ホ
1

ム
ル
」
小
心
に
的
動

し
て
い
る
予
ぷ
サ
ー
ク
ル
「
た
ん
ぽ
ぽ
』

が川町
内
民
勤
労
行
少
年
ク
ラ
ブ
と
し
て
.

虫

干

小

野
の
A
十
一
同
勤
労
山
少
年
ム
街

で
じ
月
十
五
日

ωの
勤
労
合
少
年
の

日
中
央
大
会
に
お
い

て
労
働
大
隠
i
k

似
合
変
り
ま
し
た
。

手
話
サ
ー
ク
ル
.
た
ん
ぽ
ぽ
九
時
二
十

-九段
ぷ
川
酬
の
勤
労
山
少
年
を
主
と
し
て

情
成
す
る
ク
ラ
ブ
で
.
泊
動
内
等
が
帥
叫

令
で
社
会
的
に
訴
怖
さ
れ
、
他
の
悦
範

と
し
て
認
め
ら
れ
た
ら
の
で
す
昭
初

問
ト
じ
年
結
成
以
米
.
則
叫
従
A

窓口以
一一
十

八
名
で
{
代
長
.
高
村
州
日
必
チ
)
縦

η

4
表
彰
を
受
け
た
サ
ー
ク
ル
の
代
費
者

情的・

一J
ニ
.
州
川
附
日
会
内
山
~
例
日
と
し
て
.

子
却
を
や
び
.
縦
し
み
な
が
・
り
ろ
う
あ

い
引
と
川
町
聡
釘
と
の
悦
眼
を
深
め
て
い
ま

可

こ

れ
-
U
の
い
父
山
仇
は
ク
ラ
ブ
伯
尚
と

し
て
は
非
常
に
地
道
で
す
が
.
-
分
間
μ
引

等
に
明
日
へ
の
肋
み
と
わ
ゆ
り
、
れ
れ
人
の
ボ

ラ
ン
テ
f
ア
に
対
す
る
必
ぷ
会
倹
起
し
.

勤
労
斤
少
年
ホ
ー
ム
を
的
動
の
拠
点
と

し
た
定
則
的
タ
会
A
H
H
.
勤
労
行
少
年

に
付
す
る品
川
針
金
ぷ
ず
ら
の
が
め
り
ま

す
噌ん

い
ね
.
河
川
少
伊
ヤ
ホ
ー
ム
じ
は
.
ニ

れ
ら
に
附
相
似
し
た
け
l
ク
ル

・
ク
ラ
ブ

活
動
は
次
の
と
お
り
で
.
符
定
例
け
に

自
主
的
に
前
品
川
し
て
い
手
可
制
人
会
め

サークル活動へのあんない 11，11'哨
川村

'LI サ-7比九|定例会|は ι
い It~ ~ダ :- '，( I 水 |すボ

ーニ | ギ F ー l 本 | ベ ! 
と 1~/を- 71 全 |てム
Ij 1，事 活 i 瓦|六へ
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3 :+.. 1竹前11 月|を 3
~ i I絵剛l司、|て「、
u ム

農
業
委
員
決
ま
る
グ

.
叫
刷
巡
併
の
候
補
者
の
刷
出
は
じ

η

丘
U
締
切
ら
れ
全
日
H
無
投
禁
止
寸
選
と
な

り
ま
し
た
(
順
序
は
胤
山
削
〕

マ附
則
-
速
や
区

山
口
滋
二

住
吉
二
‘
ム
三
阿

川
.Kやしり
u

大
山
問
手
新
川
八
・九

術
本
総
山刊
、
友
迫

一
.
九

O
三

マ

m.一泌
栄
区

谷
川
品
川
治
則
向
上
じ
じ
凹

広
剣
山
協
K

M

t

引
山
一ニ六
六

谷

山

牧

昭

成

熊

一
、
ヒ

O
O

V
第
三
綿
一
栄
区

山

制

点

治

山

女

一
、

一
ヒ
問

伊
県
究
述

ムハ
郎
九
二
、
六
一一一
じ

相
川
町
山
八
相
水
凹
ニム
ハ

州
日
比
順
之
助
H
N
ぬ
八
八

一

マ
都
内
選
栄
区

ゲ
日
以
三

続
問
中
町
八

l
一
一六

伊
川
巾
唱
の
東
山
二
O
ニ

間
H
山

一

点
尼
崎
じ
六

一

沢

山

正

之

長

引

野
一二一

二

必
お
農
協
維
ぜ
ん
に
よ
る
委
日
H

に

lヘル λII正日 |

内
市
川
仙
阻
作
仙
門
・川
削

O
---

大
向
日
夫
釈
湘
-AM
一
|
じ
|て一

O

杉
山
W
H
H

江
川
一一
七
八

級
会
出

muん
に
よ
る
学
減
杭
験
A
t
H
に

八
九
灯
谷
外
・的

}二
ケ
一
、

一
二
・ハ

米
似
制
太
郎
辺
川
間
間
五

が
選
任
さ
れ
ま
し
た

中
央
公
民
館

人
生
相
談
所
開
設

生
き
が
い
の
あ
る
生
活
‘
。
か
谷
川

zv
い
家
内
地
.
地
域
づ
く
り
、
人
間
収
成

金
日
航
す
小
央
公
民
館
は
で
は

人
生
相
談
所
を
開
設

い
た
し
率
し
た

お
托
い
が
む
つ
諸
々
の
柄
み
を
打
ら

明
け
‘

一
H
H
a
u
q
く
明
ゐ
い
円
分
告
と

り
む
ど
し
.
生
き
が
い
あ
る
伶
目
的
に
取

り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
む
の
で
す

人
生
の
悩
み

n

日
々
の
生
前
の
訴
し
み

.
rH少
年
の
持
問
岨

-
家
山
位
、
池
山
地
の
悩
み

。
牧
内
川
ヒ
の
問
題

・
結
婚
相
ぷ

-
ル

K
MJ教
育
の
設
計

ー
そ
の
他

礼

司

協

川

且

F'
れ
削
t

中
央
公
民
館
事
務
局

(村
木
町
じ
の
十

一
市
民
併

は
ゆ
セ
ン
タ
ー
}

宮
剖

1
2
7
6
1

日

時

上

-n
・
祭
日
を
除
く
む即け

ド
向
、
与
3
.卜
愛
川
叶
与
・1
卜
・Jリ

'

ー
l
J
H
'
'
tド
H

t

み
ん
伐
の
.
わ
た
し
十
月
の

中
央
公
民
館

-A
机
刊
に
々
ん
で
jU
F
川そ
う

川
n
h
i
は
子
、
ラ
ラ
ニ
/

f
J
i
4
L
i'
J

i

 

く
主
く
よ

e
-Mし

川
日
告
信
仰
つ
似品川
の
た
め
に

叫
か
，、
辿
え
る
人
生
削
減
含

市
川
し
よ
弓

壮
年
の
海
外

派
遣
員
を
募
集

出
で
は
次
の
削K
M
州
で
壮
年
の
海
外
派

必
川
を
移
取
し
ま
廿
九

マ
派
泣
光

州
ヨ
l
ロ
v
パ

{イ
ギ
リ

ス、

f
タ
リ
ア
ワ

ラ
ン

ス
ス
イ
ス
.
ド
f
ツ

hvm
川

卜

一
打
開
け
か
ら
卜

一
川

十
九
日
主
で

マ
派
池
人
川

一
u
h

マ
応
作
弥
布
川仙附

日
本
川
絡
を
作
し、

品川
河

市
い」

4

年

以
卜
.白
山
し
.
尚
一一一
・十
九
段
か
・
り
制

問
卜

μ
ぷ

(m
M刊r
比
十
一一
.
年
間
け

一

け
収
作
)
去
で
の
列
化
で
、
将
米
と

む
魚
川
市
に
肘
仰
す
る
U
・

V
参
加
経
婦
問

十伝
併
科
htM刊

=
・1
万
円

参
加
者
負
仰
い
札
万
円
及
び
そ
の

他
期
総
代

マ
鉱
山
山
肌
間
八
月
十
札
口
か
ら
九
川

ト
・九
日
手
で

マ
間
い
A
H
わ
ゼ
光

市
教
行
会
礼
会
社

会
数
行
沫

(S
U
1
2
2
0
0
.
内

線
3
0
8
へ
お
問
い
合
わ
は
く
だ
さ

(2) 
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a
a
h
h
喝の

ス
m
g則

，

第
二
回
婦
人
バ
レ
l

・

ボ

i
ル
教
室
開
催

ー
初
心
者
観
迎
|

l
叫

し

川

ト

・
u

l
し
け

一

i
a
ハ
u
・
ト
月
一二
日

・
ト
じ

口

・
ニ
ト
問
日

・
一二
十
一
日

{
L
叫
泊
ふ

wn
-

午
前
ト
川
1

1
・
一川

「
地
所
山
総
合
体
行
館

，
川
町
役

一
舵
・
双
山
札
制
人
一て
ト
ャ

ht
こ

e
小
川
戸
定
市
教
会
え
は
総
合
体
行
館

ゲ
ー
ト
ボ
l
ル教

室
開
催

九
け
し

u・
l
阿
川
・4.
|

.

l
'.
 

|
4

|

，1
t
|
j
l
i
I
 

..

.
 
'.z必

i川「

lll'hMwBE
.. 」
l

、2B

i

1

.

|
I

1

|
J

l

 

口社巾川ザ川円
.八ヘ

M
.
h
n
a
川
-t
り

ト
山
討
し
に
H

m

グ
ラ
ウ
ン
ド

-総
合
体
行
館
尖

J
M
叶
匁

問

l
h
A以
ト
h
U
H
H
い小

山中

t
込
九
丸
山
れ
会
主
た
は
総
ヘ
H

体
行
総

、
ー''J

J1a 
lilr 健

康
マ
ラ
ソ
ン
で

真
夏
も
さ
わ
や
か

い
よ
い
主
山
崎
ぜ
で
す
削
除
的
に
け

を
か
い
て
括
討
会
集
リ
切
り
た
い
む
の

で
す
・
山H
-
u
ー
の
ラ
〉
一
J

ゲ
リ
リ

H十
判
れ
γ

h
y
打
の
必
し
い
ヲ
行
が
い
恥
必
こ
i

児

命
生
従
は
夏
休
み
て
よ
し、

山本廿帆
く
ゐ

み
て
h
k
ろ
に
川
、

L
い
F
ヤ
シ
ス
で
4

1
川
ト
れ
の

m・4・川
魚
川
小
心
，
勺
・づか

い
人
会

-問
キ
ロ
と
トト
f
u
l
l
ト
ル

の
二
帥
日
が
あ

っ
て
川
川
年
は
じ
ト
阿
仇

か
る
し
仏
ま
で
の
て
-れ
れ
が
参
加
さ
れ

令
h
H
H
I
必

-
b
め
と
し
ト
日
に
迫
J

て

3
tL
L
'
今
か
う
却
陥
巡
動
に
入
り

よ
し

L
・1

り
お
山
総
合
体
行
船
山
尚
の
山
川
グ
ラ

ン
ド
リ
前
日
九
時
泣
く
ま
で
夜
間
附
叫
が

し
て
あ
り
諸
で
む

n由
に
走
れ
ま
す
@

総
合
体
育
館
か
ら
の

お
知
ら
せ

fご ;)，:

か乃 総
・" 11 {j" 
tj ) f.l、

;~ t!1 .Ij， n 。1111航
11をて
L 恥!j.
J. 11ゐ
J H、.ts

郎総
Iニゾ〉

し 3
t 九
し

一
向

一

V
N
川
と
均
品川

八
川
ト
問
U
1
ト
h

ハ
日
、
阿
部
小
川ト

校
グ
ラ
ン
ド

マ
巡
下
部
川位刊

市
川
ハ
同
行
l
M
れ
は
町
内
で
山
ゅ
の
・
』

と
.市

出
身
行
|
山
川
身
町
内
て
山
川
均
の
・
』

と

(
市
外
納
品
川
い
れ
・
小
川
L
W
E

V
チ
1
ム
制
成

Hm叫吋

版
刷
と
し
て
.

一
町
内

{川
町
内
)

.
チ
ー
ム
と
す
る
が
.
チ
ー
ム
制
成
の

山
山
水
々
い
均
九
H

は
.
陣
地
問
て
町
内

(川

，w

'

則
内
-
の
へH
仰
に
主
り
.

U

欄
成
し
て
も

句

内

承

b
v
'

l

t

M
ド
H
r
E・4
J
V
L
い

事

，U
制
成
に
つ
い
て
は
・
メ

合
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i
i
i
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i
i
l
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i
l
i
-
-
:
:
i
i
i
i
i
i
l
-
-
-

-

.
J

-

3a

小

ふ
一

J

…

向

山

3
-

叫

百
芳
、
ご
-

.

』

州

l
M
一戸

川

政
情
匡
一一

一

め

コ

戸
、崎
直

川

A
4・
一一

た

}

/

1

/

L

頃
幅
三

一

一

う

ィ

(
R
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-
3
二
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そ

d

!

/
'
ハ
ヒ
一

さ

一

…

ム

を

〉

S
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リ

り

ヨ

ミ
-

S
2
v
ニ
¥
ニ
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ト

阪

二

--

L
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二、
二
-

…
み

川

刊

一
と
一

い

j
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=

…
す

M

u
t
-

S
ご

い

戸
漁

ν
Jv
-~

一
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M

↓
ア

万

一
ヮ

袋

一一…

一

A

W

G
i
l
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-I
l
l
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t
-
--l
i
l
i--j
a
i
l
-
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引
w

ー

l
ト
ニ
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H

-L
b円
h
u
s
h
-
3
・十
愛
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l

-
1

“"
'
l
J
H
j
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'
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r
仏
時
E
C
開
館

t
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l
l
HH22
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a恥
ド
・
二

H
a
l

，}l
t
M
V
l
Hv

d
v
a
n
i
 

八
川

l
h
u
刈

-hr
・M
九
州
か
-uhr伶

d
l

l

i
l

t

a

i
 

八
川
卜
人

U
川
町
九
時
よ
で
川
航

九
月
の
歩
』
』
う
会

九
八
の
ル
ょ
う
会
は
.
一-
-
H
J
-人
神

山
C
・2
7
nJ
山
村
り
そ
行
は
い
主
す

im

，i
、hzh
w

・dq
・
H

リ、
t
3川
1
1
兎

L
.
i

、hV川
川

ヒ

hr
J，A
釦
相
凶

H内
E
A
U

，u帆

U
H
d
u
I
J
h
F川
M
iJ

で
ル
主
主
I

-外
向
品
川
砂
}

谷
川
い
れ
は
.
午
前
じ
叫
ah
ト
分
ま
で

山
民
会
館
前
へ
お
伸
次
よ
り
く
と
さ
い

ぷ
ど
、つ
狩
り
仰
H

附
は
句作
aMれH
M

刊
で
す

小
H

げ
を
w
h
v
の
・
-
と

唱県民スポーツ大学校事が

立l~ P:i!-iで開催されます

11・11 時 1111 会場 1何 千子 p高 自市
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一
六
野
球
大
会

Aゆ泊先・ 負¥;tffi敏膏袋員会1事官fll

ン
パ
ー
ん
を
従
山
し
て
い
た
だ
き
.
ト
t

wい引
で
わ
円
資
怖
い
れ
と
必
め
た
恥引
の
み
に

と
ど
め
る

川
村
川

沿
下
地
un.
本

れ
地

K
を
除
く

は
A
e
磁
ド
c
-
F
1

ム
制
成
に
し
℃
も
よ
い
a

v
wu等
以
一
得
は
夕
刊
チ
l
ム
か
・
リ一

れ

川
刊
け
山
る
・』と

刷
出
の
必
い
州
場
人
H

は
参
加
会
川
崎
め
ょ
せ
ん
.

7v
hド
A
-
川刷
川

ヘ

円

ト

.
H
小
峰
じ
的

、t
i

l

l

d

j

i
4
i

t

一

-.
1
分
止
で

マ
巾
込
吟
附
仙
戸
沖
拠
氷

K
K

マ
代
ik
仏

H
A
4
A

八
川
ト

一
一
目
午
後
し

時
五，
卜
分
か
・
つ
大
山
端
々
で

制
み
人
H

わ

ゼ

代

次
行
会
お
の

m
k

で
州
H
U

人
に
よ
り
決
定

マ
参

加

料

開

.
t

U
川
代
た
い
れ
会

AAr
，H
H刊
参
の
唱』と
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救
急
車
を
正
し
く

利
用
し
ま
し
ょ
う

急
病
や
交
通
が
れ
わ
付
ど
て
.
U
M
心
中

の
利
川
は
年
々
一

m加
1
て
い
ま
1

h
'
て

-

川
町

--uE
M--
ιe
u
・4h6
44F

、

制

q

H，H
H
仁

7-
，h
λ
n
u可
t
l
J

h
人
亡
、
A
1
4

仕刊か

一
昨
多
く
・
え
A

刷巾ド

仙
川
.
-
叫

Mn仙川
の
刷
と
り
つ
こ
れ
リ
、

主
た
向
刀
打
凶
惜
別
亡
は
.
次
仰
と
わ
り
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動
後
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さ
ご
‘
巾
防
法

c・M
H
勺いた陥川
と
り
.

災
山
内
に
上
り
や
し
た
令
品
川
れ
し
く
日
公

取
の
山
人
り
す
ゐ
叫
係
予
に
お
い
こ

q

し
る
が
品
川
等
に
主
ゐ
山
内
・制打
ご
.r
内
線
償

問
へ
緊
急
に
織
込
ず
る
必
要
か
ら
る
む

の
、
と
総
定
し
て
い
ま
す

叫以泣
の晶
M
内ル市干
の
判
別
仏
況
を
み
t

す
と
、

P
V
L

勺
と
し
た
向
州
に
む
叫
川
急

市
の
法
泌
が
多
く
、

，け

f
レ
ン
4
-
m
J

う
さ
れH
い
亡
き
て
は
し
い
‘
.
と
い
っ

た
例
が
あ
り

a
J

-』の

L
-つ々

山叩
V
n
e
.
仏
門
保
険
附

ヘ

州開
山
出
し
主
す
と
.
先
に
附
併
を
W
J
こ

い
る
.
叫
引
の

mvp・』
ん
ヰ
.
お
し
の
け

亡

AFume川A
け
る
ニ
と
に
わリり‘

他
の

mR
さ
ん
や
品
川
猟
機
聞
に
大
変
め
い
わ

く
を
か
け
る
ニ
と
に
わ
仙
り
よ
I

R

-
-
-
-
-u
'AH
Y七

t
a
p
--
3

&
ι
r
'
'

時

4
'h
AMmHH
'L

"

ω句
gr
s
t
JV

聞
係
ゃ
.
伐
川
の
中1
叫肘
・仇
制
収
か
今
い

た
め
に
.
仙
川
川
市
に
品
取
U
た

mR
の
似

・行
中
応
に
小
川
刷叫
す
る
・
』
と
が
あ
り
主
J
4

ぬ
h
-
b
山引
の
利
則
は
、
級
九
1

山
業
務
の
川叩

削
品
』
?
っ
て
、
汀
し
く
利
川
し
ょ
し
L
'

句つ-
建
築
確
認
申
輔
の

手
数
料
が
改
正
に

な
り
ま
し
た
。

市
民
の
符
さ
ん

M
が
、
い
ホ
の
祈
築
.

m筑
M
.

は
拍
提
唱
ザ
を
タ
え
』
る
時
に
は
.
山
官

官
官
以
抑
止
山
の
け
的
に
あ
る
憾
に
、
中
九
州

他
山峨、

財
胤
の
川附
A
e
Nり
.
公
炊
の

M
M肌
の

m迎
を
迎
成
す
る
た
め
に
必
ず

注
染
附
m
d
F靴
さ
そ
k
，
て
い
た

μ
，、

引
に
わ川
一，
ζ
む
リ
主
J
，
品川
市
川
巾
に
れ

い
ご
は
‘
山
仙
以
ザ
叫
ん
・れ
山
し
こ
.
往
来

・ト山
ド
に
山巾
ぬ
し
よ
可
が
.
ニ

ωと
tJ

仰

山
中
山
下
敏
判
が
し
川

・
M
L
り
次
の
泊

リ
改
正
さ
れ
よ
し
た

世間砂川制
に
つ
い
こ
川
市
役
所

g
u

2
0
0
内
線
2
7
7
へ
お
間
合
せ
く

ど
さ
い

2 

建築Jla~伊Z両手敏料一覧表

七
八
夏
期
特
別

貯
蓄
運
動
実
施
グ

'
L
.
，
〉
.
‘

:
h〉

t
3・r

ニ
わが
ぬ
・人
広

・A
A
ん
U
q

N
d
44

乞

・
向
上
品
』
は
か
ゐ
た
山
リ
に
は
.
従
米

に

mし
之
恥
川
智樹
か
♂甲
山町
ご
あ
り
.-て
の

殿
前
と
ニ
協
力
を
.
お
制
い
し
ょ
4

州V
か
れ勺
礼
会
合
h
H
ご
・9
貯
ww

ゆ
と
り
の
ぷ
来
は
今
日
の
町
布

一
貯
え
は
明
N
の
く
・っ
し
の
復
力

町
え
る
h

り
が
は
れ
く
川
る
い
トポ米

ム
リ
h

怖
く
ム
ダ
行
く
ι川
州
V

川
必

十
円
竹人
的
川
H
4』拍下、
午
前
A
J

n

仰
ぴ
る
ふ
と
む
に
V

川必

ω
1
勺
け

第
卜
問
団
観
光

週
間
が
始
ま
る

1丹怜丸山中i

-
|
八
月
一
日
4
八
月
七
日
ー
-

M
丸
山
肌
れ
シ
l

f

A

J

か
本
主
し
れ
ん
.

俗

L
い
旅
行
と
‘
小
仏
九
0

ん-刷
I
ゐ
た
叫

ん'
川

.
民
川
に
剛
院
丸
川
町
聞
か

.
N
か
-V
始

t
り
L
J

↑M
h
吋
に
観
光
心
他
ん
』h
'

か

品、

M
U
丸山代川州
の
似

A
H叫ぴ
凶飢え仙唱
の

た
化
時
可
い
」
勺
い
こ
削
心
を
H
H
ら
主
し
主

・円，

r今
年

ω市
内
…
日
怜
H
次
の
と
わ
ね
り

V
海
外
旅
行
マ
寸
!
の
向
し
し

v
q
uん
・
ゆ
で
か
人
守
の
H
吋
ら
吋
リ

4

司
実
神
山
峨
軸
冊
を
清
掃
す
る
老
人
ク
ラ
ブ

It司p.lil.r 11(1 
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みんなの街で太夫し〈
吸いからの役りなてI:'¥?，め1し4う

桑
山
征
洋
氏

百
万
円
寄
付

下
前
次
県
舟
叫刷
市
九
山
民
の

卜
問
の
間
余
山
一
般
げ
氏
よ
り
.

村
本
小
や
院
の
山ル魚
川
M
HN

叫酬
入州
日
と
し
て
.h
uH川
w
阿
付

さ
れ

.
jm
の
児
依
数
行
ル
似
山刊

に
-
H
似
占
れ
-E
し
た
.
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国
民
年
金

臨
時
生
活
福
祉
給
付
金
の

請
求
手
続
き
に
つ
い
て

III l 
念。だ

|ボ
し
て

な

福
祉
年
金

{左
A
H

・
関
心
刀

・
川町

-r
-

m同町，
r
)児
童
扶
護
手
当
・
特
別
児
童

扶
聾
手
当
・
福
祉
手
当
な
ど
の
受
給
者

を
対
象
に
臨
時
生
活
補
祉
給
付
金
が
支

給
さ
れ
る
・
}
と
に
わ
川リ
.
さ
さ
い
必
当

者
と
忠
わ
れ
る

H
に
品
ボ
予
銑
さ
告
さ

れ
る
よ
う
通
知
い
た
し
ま
し
た
が
、

・5

だ、

手
続
き
舎
な
さ
っ
て
い
な
い
方
が

ご

g
い
ま
し
た
ら
、
宮
阜

am市
役
所
社
会

福
祉
課
で
繍
求
手
続
8
を
し
て
く
だ
さ

、
。
aL' 

八
川
ト
二
U
ま
で
に
品
ボ
予
較
さ
あ
」

し
は
い
と
給
付
金
を
そ
け
る
場

』
と
が
で

き
な
く
伝
り
ま
す
か
・り
ご
-d怠
ね
が
い

ま
す
“
く
れ
し
い
こ
と
は
.

H

行
会

M
U飢

深
M
M
m係
に
い
り
た
づ
ね
く
だ
さ
し

館
時
生
活
領
祉
給
付
金
と
は

一

-
」
の
給
付
令
は

.
m初
出
作
十
分

一

所
得
般
の
特
別
減
伐
に
見
合
う
む

一

の
と
し
て
、
悩
Mm年
金
.
児
欣
仏

一

見
波
乎
当

・
特
別
児
tmH仏
長
子
当

・

悩
叫
肌
子
中
J

・
山
郎
副
町
被
削
町
行
子
中
I
わり

ど
の
受
給
与
引
に
吋
し
.バ
T
治
的
交

定
と
か
刷
Mm
の
向
上
にお
叫寸

ゐ
火
山
H
.

臨
時
特
例
の
品
川
と
L
P
?λ
給
主』

れ
る
む
の
で
よ
十

た
だ
し
.
叫
仙
の
め
る
いね
で
‘

、.

、，
l
l
:
〉

brt比
t

J

H

ド
九

l
ぴ

-r山

Twh"

を
吃
け
ら
れ
た
ん

μ
は
支
給
さ
れ

ま
せ
ん
。

fをitは、 で}1M 主無手

警干H312!?η か二たイIlftFtF T | 金 れ H ー さ

t ， Ju 1i11意人聞1aE 1 ， 
の よよ 11f~/.j lfi ~ら

tせ-うttd特例どj 盟ィをf・i 

人 すでか いの

特は 。のら ・ffbb 1ミ
王二ド Ii.、 カfとし tいJ 

んにす ;主: IBJ I・ 、て ゅう
} よれ 秀 i こ 11. 二 、世るI.f:け

かる l1i011 1 ぱ
'111 

日I;!1
ド と 料1l8h給

: る
り f〈し

千合
1
空

4 一二
け人 ゴミパ の と

く
わ
し
い
こ
と
は
、
七
月
号
の
広
報
に

掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。

ご
制
点
叫
は
.
・
巾
役
所
の
川
代
年
金
係

へ
い
つ
で
む
ど
う
ぞ

万
八
月
十
一
日
か
ら

福
祉
年
金
の

支
払
い
が
始
ま
る
H
H

八
川けト

-
H
か
う
‘
・
八
日
け
主
犯
則
一

間
H

円
か
・リ
し
パ
乏
亡
の
問
か
川
分
-
の

か川
Mm年
金
の
え
払
ト
が
船
主
り
主
寸

悩
社
年
金
会
う
け
て
い
る
人
は
.
八

け
の
え
払
い
を
受
げ
た
あ
と
.

M

M
凡年

計一川
札u
を
鋭
使
い
仰
の
怠
U

へ
総
出
し
て

.、
ど
さ
い

市
役
所
で
は
、
日
川
川
刊
の
は
山慨
に
よ
り

年
金
安
う
け
ら
れ
る
人
じ

つ
い
て.

• 
A
 

A
に
一
年
川
の
支
払
令
納
を
い
山
人
し
、

お
浴
し
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
志
す
。

{十
川
本
U
に
子
山花
)。

ニ
の
総
出
が
迎
れ
ま
す
と
‘

つ
ぎ
の

ト
一
月
ト

一

uか
ら
の
文
払
日
に
‘
年

金
を
受
け
ら
れ
h
u
い
噌
』
と
に
な
リ
ま
す

の
で
花
な
し
て
く
だ
さ
い
.

園
間
包
囲
固
因
回
目

質
問
に
答
え
て

間

過
鉱
必
酌i
年
令
と
は
ど
う
勺
つ
も

の
で
よ
か
.

答

H
K中
の
年
令
制
度
に
は
.
川
民
年

令
の
ほ
か
に
州
生
年
余
な
ど
じ
つ
の
公

的
タ
年
全
が
あ
り

.mM凡
の
ど
れ
む
が
.

ど
れ
か
の
年
金
制
度
で
人
生
の
が
般
を

似
附
さ
れ
る
凶
民
皆
年
令
km制
が
で
き

め
が
つ
と
い
ま
可
，

し
か
し
.
止
泣
い
く
つ
か
の
総
業

を作怜
勺
た
人
の
う
九
に
は
.
側
々

の
制

瓜

ω加
入
問
問
だ
け
で
は
と
の
制
攻
か

う
む
M
帰

滋

腕

-
年
金
を
卜
λ
給
さ
れ

な
い
人
む
ご
て
3
よ
可
.
こ
う
し
た
人

を
級
う
た
め
、
そ
の
人
が
ゆ
八
し
て
い

た
公
的
々
年
金
制
度
加
入
則
川
を
A
H
n

し一

巡
の
年
数
に
わ
ゆ
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ

の
制
瓜
か
・リ
加
入
制
川
に
応
じ
た
午
合

を
う
け
・
つ
れ
φ
よ
う
に
し
た
の
が
必
伐

と
飴
年
金
と
い
う
わ
け
て

r
e

問

幼
外
ヰ
伽
退
問
帆
}
年
金
は
川
仏

か
う
も
う
え
主
す
か

釜

山
間
川
氏
年
金
で
は
六
十
九
叫
ほ
か
・
ソ
で

e
u
tmωHす
れ
ば
い
ハ
ト
恥
か
ら
で
む
う

け
ら
れ
よ
す
が
、
ニ
の
ぬ
A
H
U
年
金
制

が
州
航
♂
れ
中
必
ず
ω

他
の
制
度
で
は
ベ

ト
ぬ
か
ら
し
ぶ
給
さ
れ
ま
す
。
本
h

取
の
必

齢
年
金
は
.
何
色
年
金
で
は
川町，

rhハ
卜

此
、
ル
弘
子
-h
.卜

ι必
か
ら
‘
民
的
年
金

で
は
と
む
に
・h
l
u
み
か
ら
文
給
C
ハ

ま
す
ω

柏村肝
怠航
附
-川胤帆
}
和
平
金
は
川

氏
年
余
を
除
い

て
し
パ
ト
ル
か
ら
支
給
さ

れ
ま
す
。

改
正
さ
れ
た

農

業

者

年

金

人，
M
の
法
改
正
の

H
-h
u
J治
ら
よ

ほ
れ
勾
た
人
た
ら
の
政
治
山
間
で
め
る
。

.』
れ
は
ず
で
に
時
叫
が
完
成
し
た
似
険

料
を
特
例
で
納
め
る
-
』
と
に
ふ
っ
て
年

余
が
し
ら
え
な
く
h
q
っ
て
い
た
人
か
品

治
す
る
む
の
で
す

，、仙

MImmれ
の
池
川
が
受
け
ら
れ
る
人

ゆ
現
に
加
人
し
亡
い
る
角
的
"
加
入
打
、

比
び
げ

g加
入
計

F

ゆ
か
つ
て
当
然
手
た
は
げ
怠
加
入
し
C

い
て
そ
の
後
資
怖
を
政
火
し
て
い
ゐ
人

吋・
九
卜

一
午
ト
ハ
バ
」一
l
け
以
前
の
肌
問

に
つ
い
て
勺
然
加
入
資
栴
が
あ
リ
心
が

-U
加
入
子
総
務
』
と
っ
て
い
タ
い
人

... 特
例
納
付
で
き
る
則
川

問
l
人
年
.
パ
l
ゅ九
十

一
年
六
川
よ

で
.、
納
付
金
制
及
び
予
付
税
期
間

-f
.か
け
-ニ
.
ムハ
仁
《
刊

口可九
ト
J

一年
じ
川

・
u
i
k
卜
附
年
ト

.
一川
-ニ
ト

.u
ま
て

品
川
し
い

-z-H地内同
協
又
は
州刷業
・変
HH

九五

へ
川
いん
H
U
く
だ
さ
い

ρ

夏
で
す
。

凶
民
年
金
保
護
セ
ン
タ
ー

を
利
用
し
ま
し
ょ
う
HY

M
N山
年
金
保
必
セ
ン
タ
ー
は
、
公
社
内

的
術
的
協
同
州
と
し
て
ぷ叩
仇
さ
れ
て
い
る

む
の
で
、
川
氏
年
品
川
の
加
入
い
刊
の
打
や
、

年

AF.e受
け
て
い

ゐ
灯
、
ぷ
た
そ
の
ご

家
紋
の
他
成

m瓜
や
休
山氏
.
レ
ク
リ

ェ

|
/
司
ン
に
役
伝
ζ
て
い
た
だ
く
た
め

に
つ
く
ら
ハ

τい
ゐ
む
の
で
司
が
.
年

金
に
附
係

U
J
¥
ど
h
u
た
で
も山仏
く
交

い
料
金
で
安
心
し
て
利
川
し
て
い
ん
だ

け
る
よ
う
に
似
つ
℃
い
去
す
ω

い
ず
札
わ
れ
然
公
州
や
以
-u
m
地
々
ど

川
良
俗
間
川
崎
の
小
に
処
て
ら
れ
て
い
ま

す
.
伊
川
だ
け
で
守

¥

u
Mリ
政
行

や
会
成
に
む
前
川
さ
れ
よ
司
か
・

1
れ

れ

A
粍
に
ご
利
川
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
い
・

τ』は
魚
川
礼
会
似
険
が

は

w
v附
よ
た
は
市
役
所
市
民
流
年
余
.M
M
へ

お
た
づ
ね
く
だ
さ
い
の

山川
山川相
沿
辺
の
七
ン
タ
ー
は
次
の
を作地

に
あ
り
ま
司
。

b
山
山
県
氷
川
比
市
中
安
問

百
日T川
わ
じ・
ハ
・ハ
l
じ
九

一
・2
.問

U
M
仲
町
川
町
以
外
相
パ
ド
除
問
北
山内

山b
AP
じ
し
い
パ
じ
九

-
-
-
-
問

岐
阜
県
・必

ι郎
発
ν乙
町
ナ
バ
じ
ツ
阿

川
f
川
O
K
八
問
ベ

-

-

J

二
・
八

(5) 
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g
手

.μ
可
ど

仁

t
z
、

あ
m
M

談
一即刻

相
!

日

B‘ 

五
十
三
年
度
身
体
隙

宮
者
山
岳
歩
行
訓
練

九
月
一
日
・

ニ
目
立
山
で
実
施

ヂ
ふ
山
-H
市
ル

竹

内り
町
内
九
五

γ
必
主
れ
々

し
身
体
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迎
転
免
A
の
仮
処
分

w
d処
分

仏刊品情.
丸
刈
せ
い
制
川
を
収

mし
牝
亡
、川
開

山且川小川川
会
起
し
た
と
き
又
は

.hm免

流
拠
出

Hm
w地私
の

mAH

一a

内
松
小
の山
火
泊い刀
法
的
特
例
-新
設
}

-

ゐ

t
i
i
f
l
ft

lrも
は
汁
仰
陶
ザ
ぴ
削軒
よ

2
作
一池山・松市中
山
ψ
迫
泊
一行

伶

行
泌

行
)

3
山
レ
私
小

ω制品抑制
km々
と

4
八凡
M
A
U

山…

へ
の
返
入
山守山
H

込
入
山
d
M
h
m川
の
#
円
る
と
こ
ろ
で
は
.

山川松山市
か
ら
附
リ
て
bv
滋
を
泊
り
ま

↑・-

「¥
向
転
ぃ
爪
判
例
断
mm泌
行

An
K
M引
の
川刊紙岬

向
転
中
のい
父
泊
万
法
、
の
特
例
引K
M
m
に

と
む
住
い
れ
小
中
段
取
れ
帆
・
M
L私山中
h
見通

安
全
教
千
を
附
似
す
る
予
定
で
可
か
・
つ

ご
参
加
く
だ
さ
い

。
夏
の
防
犯
運
動

Jtll 

仁
川
卜
・h
H
か・
り
八
け
一

ー

一
門
広
で

l
 
i
 
・8

一一
市
内
…
u

。
内
七
防
犯
的
動
の
強
化

U

件
処
W
4

の
附
・比

M
郁

h
H
犯
犯
の
防
止

。
少
年
非
行
防
H

，ι
的主
出場、

nい私
川
中
僚
の
防・リ

等・
で
す
。

「
師
の
叫
戸
む
弘
n
さ
に
あ
え
ぐ
よ
う
に

山
え
る
本
的
的
なげ
民
が
や
っ
て
き
ょ

す
と
.
人
々
は
泌
を
求
め
て
山
仰
に
山

に
ー
ー
た
の
し
い
徐
削
り
や
伐
山
の

峠
ぴ
仰
な
ど
の
納
涼
行
が
む
あ
ろ
う

--
ら
う
で
似
さ
れ
、
使
wuく
ま
で
外

出
す
る
機
会
が
内
H

然
と
多
く
れ
怯
り
.

川西
宮』が

mず
に

つ
れ
て
怠
の
あ
け
政

し
、
勺
ギ
の
か
け
忘
れ
、
ま
た
火
性

の
川帆恥
k
b
u
と
き
わ
-
的
治
と
な
る
な

ど
.
弘
前
の
dv
べ
て
が
川
放
的
と
れ叫

り
ょ
す
。
そ
う
し
た
こ
と
か
う
め
き

県

.
Mあ
さ
.
件
犯
叩
4

心
ど
が
多
く

借
地
生
し
£
寸
固

ろ

ぎ』の
-』
と
に
仏
念
し
て
く
だ
さ
い
.

w
閉
め
を
』川村
に
よ
川
心

-
外
部
か
・7
一
日比
し
て
ル
ス
と
わ

か
う
行
い
ム
・
つ
に
・し
た
し
ょ
し

ム弓
.

・
.い
や
怠
に
は
h
絞
の
ほ
か
い
Mm

肋
抗
を
川
氏
つ
℃
.
て
恨
の
ド
締

υを
励
行
し
ま
し
ょ
う

・・
米
を
ル
ス
に
す
る
と
さ
は
附

へ

ひ
と

ρ
か
け
て
は
川
り
を
軌
み

よ
し
ょ
・

1

世間
ち
か
ん
に
ご
川
心

・
4
か
ら
正時
打
れ
た
ゆ
人
H

は
キ

ツ

パ
リ
断
わ
り
ま
し
ょ
う
慣

-
外
部
か
ら
山
村
山
セ
や
山
市
町
々
ど
を

い凡
ら
れ
な
い
ふ
‘
つ
に
し
ま
し
ょ

、，
.

・
ド
抑
制
の
川
山
川
刷
物
は
外
畑
山
か
・
つ

は
え
。
い
と
ニ
心
に
.l
し
ょ
し

ふ
う
"

-
伐
川
の
ひ
と
り
ψ
3は
絶
対
さ

け
ま
し
主
う
@

-
一
一
に
得
ブ
ザ

1
G
ど
符
鰍
総

日
は
山
市
に
桃
川
W
し
ょ
し
よ
う
ら

(10) 

H
H
h

夏
の
水
死
事
故
を

な
く
し
ま
し
ょ
う
か
・

水
泳
の
シ
ー
ズ
ン
に
は
、
例
年
多
く

の
水
死
が
般
が
発
生
し
て
い
ま
す
.
以

内
で
は
今
年
む

一
け
か
・
り
百
け
ま
で
の

川
に
、
ザ
で
に
卜
二
人
も
怖
い
命
が
氷
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に
う
ば
わ
れ
て
お
り
.
そ
の
う
勺
下
絵

以
k
の
む
の
が
小
小
生
以
ド
の
子
似
て

山
め
ら
れ
て
い
ぶ
す
。
附
池
、
ぬ
た
川

水
む
・
子
供
の
滋
ぴ
ぬ
品
川
で
吋
ニ
、

b
.
幼
児
.
人
で
は
危
険
竹
が
め
リ
主

す

水
化
小P
般

は

ん

よ

勺
と
」
%
を
つ

け
亡
ト
れ
ば
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
防
げ

る
む
の
ば
か
り
で
す
。

ラ
子
供
達
だ
け
で
泌
や
川
へ
水
協
に
打

く
が
は
危
険
で
す

L

川
凶
必
れ
が
必
ず

っ
き
そ
い
ま
し
主
う

-

A

仰
心
た
の
お

f
d
ん
は
.
へ
g
ど
よ
で

必
ん
で
い

E
4
か
ノ
川
水
や
川
の
ほ

く
に
い
よ
ぜ
ん
か

i'礼
金
勺
け
t
し

ょ
、っ

F
逝
泳
同州J
札
場
所
て
は
‘
・
兆
か
た
い
主

う
に
し
よ
し
主
う

3
お
f
さ
ん
に
は
、

同

木
の
唱
』
わ
さ
と
.

水
に
対
才
・
ハ
ヌ
K

AE
に
つ
い
て
.

し
っ
か
り
と
折

刊
し
ζ
や

く
だ
さ
い

ゆ
く
え
の
わ
か
ら
な
い

人
を
捜
す
運
動
(
行
方

不
明
者
を
捜
そ
う
/
)

l
八
月
一
臼
1
八
月
三
十
一
日
l

近
年
の
多
隙
化
サ
る
伶
川
合
同
峨
I

て
か
.
双
山
人
り
・
突
然
内
山
む
今
く
り

ん
あ
』く
・いJ

よ
寸
人
が
年
々
別
加

t
，句い

主
寸
特
に
じ
い
仰
代
的
行
が
多
く
.

問
係
い
れ
や
ぶ
篠
の
人
ι
池
島
一
悲
し

t
H三
、

い
よ
す
-

nmて
は
、
ニ
と
し
む
八
円

ご
り
か

ら
八
川
J

・ト・

日
正
で
の
.
か
川
川
九

ニ
う
し
た
ゆ
く
J

へ
の
わ
か
ら
れ
付
い
人

告
叫
し
た
り
.
-
砂
川

ω
れ
か
ら
代
い
ぷ

よ
牝
亡
し
て
.

M
m
M
悼仏
と
し
て
作
ら
ハ

て
い
る
身

ι.小
川
化
行
の
身
必
を
開
め

て
.
京
阪
の
予
に
沿
し
て
あ
げ
ゐ
巡
動

を一
行
っ
て
お
り
ま
す
.

こ
の
削
州
中
符
燃
で
は
.
こ
の
M

刊
の

削
減
に
応
じ
て
い
主
す
か
ら
、
ご
心
配

の
ん
や
聞
係
行
は
.
れ
併
に
州
地
叫
に
お

山山
で
く
だ
さ
い
泌
打
の
ん
々
で
む

ね比
例
で
リ
魚
崎
川

wu.
八
川
間
口
刷

出
品
抑
制
疎
刈
令
川
政
し
主
リ

削
減
さ
れ
る
ん
け
.
わ
HU.小
川
れ
の

子
が
か
リ
に
な
φ
資制
門
会
少
し
こ
ら
ご

持
参
く
だ
さ
い
ω【魚

川
相
向
山梨
明h
防
犯
係
}

魚
津
市
防
犯
協
会
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た

J
JU
L
-
-
l
l
F
t
'
L
〉
じ
よ
t

-
E叫
仏

H
-
r
v
y
sJ
H
v
e
u
p

・

山崎
に
必
い
F
L
、
山
防
犯
協
会
が
・
・
ト
余

白ー
の
K
3
に
わ
た
リ
地
仙
川
内
川
絶
品
動
を

札

mum的
に
似
瓜
し
、
代
に
川
作
曲
ほ
の
帆
門

前
双
山
け
桁
門
化
の
よ
M

犯
肋
J
H
f

巾山
…地
un-

，
的
動
に
つ
い
て
犯
Y
F肋
に
仇
町民
巧
合
成

約
を
お
さ
め
た
・』
と
い
対
し
て
.川明帆
H

A

千泌
氏
か
ら
『
山
知
刈
状
告
絞
り
さ
れ

ま
し
た

ニ
れ
ら
巾
民
の
.
人
/
¥
か
山・
ぃーの

地
M
n
の
防
犯
品
川
合
的
側
的
に
%
ぬ
3

れ
た
れ
刊
川
Kc
vm

今
後

'u.
け
掛
附
り
市
サ
必
剛
州

-r防
に
.

ト
分
配
唱
し
ま
し
ょ
・
勺

あ
な
た
と

図
書
館
側

附
の
本
か
ら
川
か
が・・・・・
@

私
た
ち
と
星

-U
の市
内情
に
ま
た
た
く
H
q
.

人
間
と

Hm
と
の
か
か
ね
り
‘
い
っ
た
い
い
つ
か

ら
で
し
主
勺
か
一

A

，uの
ド
ヘ
兆
円
f
b
、
何
千
年
a
U廿
H
に

J
か
の
日
ゐ
と
‘
h-い
MULmを
よ
そ
む
つ

こ

q
れ
れ
'
む
の
で
し
た
限
会
山
う

m

mは
f
j
v
n
と
し
て
得
力
そ
む
つ
主
う

に
か
り
.
-
て
の
た
め
.
人
体
制民川

U
S
か

ん
に
ん

っ
て
.
や
が
亡
、
ギ
リ
シ
ャ
℃

利
時「的
h
H
.L

へ
文
学
に
淀
川抗す

る
む
と
に

わ
件
り
ま
し
た

『星
座
と
神
話
"
の
勤
時
』
「
墨
と
星
座
」

『星
の
方
言
集
・
日
本
の
星
』
ひ
ど
、

わ
か
り
や
ザ
く
‘日午
の
こ
と
が
冷
か
れ

，、
い
ま
す
@

-
H
j

ユ
刷
F
'
F

、j

-

mpm川

v
d

.‘N
FL
F

1
4
W
4
Rc

-

，
a
a
F‘，

bE 

F

ザ
'
目
・
本
の
星

.
司4

・

4
，
，

1
4
 

ご
-MM叫・てろ
っ
て
市弘中川
し
を
は
k
げ
.

mん
7
ハ
つ
け
と
は
ぷ
し
主
う

・4
知
の
叶
一
凶
作
か
無
限
に
ら
リ
E

J

いこ
ん
ル
リ
ド
品
』
山
山
叫
ん
だ
う
よ
い
か
.
と

ん
な
本
で
制叫
べ
た
ら
よ
い
の
か
.
れ
か

う
は
い

-z-が
め
リ
ま
し
た

-v、
お
た

ず
ね
く
だ
C
い

本
の
借
り
出
し
は
一
人
=
一
冊
二
週
間

で
す
。

ど
う
ぞ
気
艇
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

2 
専
門
銀
座
を
開
催
し
ま
す

ど
々
と
で
む

い創刊
に

利

(AA
で
、志
』ゐ
品
開丹、
J

川
柳
幽
嗣
座
A

問

M
，
r記

J
A
帥

A

小
村
UHH
H
見川崎氏

F

北
日
本
剛
州
選
悼
と

り
山川口
作
八
川
-
ト
八
日

ω

三
九
川
九
日

ω

コ
心
機
削
間

八
川
ト
九
日
主
で

古
文
・
也

mmm座
-阿
川

A
W

L
川

h
.. Mτι 

'

1

1

1

1

1

 

(川
叩
山
民
刷
協
会
H
H
-

m
n
l九
円

l
n川

み
九
川
十
二4

日
付

凶

削
川
帥
附

UL覧

.小平・・

.La

，4
e
-
u
"
 

分
か
ら

ο
f
A
料

燃

料

O
鉱
山
人

U

問
ト
ゃ
れ

O
巾
込
先一T叩

州
市
市
ド
村
本

町
一-
a
九
し
民
の
『

魚
川
市
ぱ
問
除
日
航

g
U
1
0
1
6
2
 

3
山叩
込
行
法

は
が
h
J
ま
た
は
泣
f
州
で

ω怯
vmα
氏
れ

J3年
A

7

8

3
性
別

。
職
業

匂
孔
ぷ

ど
う
ぞ
、
お
u
r
u
に
お
山
・
し
込

み
く
ど
さ
い
.

。
鉱
山
恥
期
間

八
H
川

-F
h
H
ま
で

州
品
開
と
ら

。
会
地

，Lv
d
'
H
Hリ

r
H
Hド

21 7 I 

へ 3 日目 i
や じ (月l (月) ょ i
で 301: fitみ まにむ .ど l
ひ ぶ しでん 工 し三か か み b i 
う ん k どら・ 作 たび し げ ん し i
.:J b、うう は :さし・ え 8 な ゆ i
t ら ふ 紙 :のか 月い う
r二 つの やし の つ か

ど とE人・ ぎ. おし い t
も つに があ しょ t
の くさ おる らに i

リん り山 せ .. < 
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出

W
L
F
叫桁怯凶仰
、
み
に
例
ば
て
成
人
山
怜
み

を
巾えぬ
す
る
地
区
で
寸0

0

a
t
氏
問
品開
み
を
実
地
し
ま
J

，

u小

札山中

ω船
人H
で
倹
必
を
d
FA

け
ら
れ
れ

い
万
は
.
配
川
凶恨
み
て
必
-U
ず
受
け

て
く
ど
さ
い

V
健
康
相
談
開
設

マ
八
け
七
日
川

州
仏
地
公
民
館

・
行
政
先
制
刷
用
実
押
h
r
u
川
十
時
1
一一.
時

〉
八
川
九
日
州

市
役
川
似
川
山
本

V
八
川
・一
卜
一
日
川

午
前
改
円
七
ン

U

Y

1

{

松
什
-

マ
八
パ
ニ
ト

.n
m

白
川
公

K
航

マ
八
川
一一
ト
て
け
附

.ニ
ケ
ク
ラ
プ

マ
八
川
て
卜
・一
U
刷

山
役
刈
似
体
位
不

・
い
つ
れ
ら
午
後

一
川

L
e，
川
主
亡

-
M
叫
山
明
体
同
開
.
山
川
制
定
、

J

て
の
他、

礼
児
刺
ぬ
か
-U
成
人
州
制
ぬ
よ
で
行

伝
っ
て
い
ね
り
ま
す

4
膏
少
年
ホ

1
ム
で
の
健
廠
栂
M
Md

a'
『

4 
8 

-v
成
人
病
教
室

マ
八
川
一
-
ト
.
，
け
山
午
後
一
昨
1
問
時

マ
劫品川

Iド
VBH公
民
館

マ
九
パ
八
日
制
午
前
九
時
半
1
卜
一
.叫

マ
場
明
H
仙
川刈
川
同
地
刈

マ
内
科
H
『成
人
仰
を
向
く
れ
し
む

岬
州
地
抗
日
叫
バ
リ

ス

ラ

f
ド

{保
健

M
m
}
 

※
い
可
れ
の
u
b内川恥
一札
食
の
尖
何
と

レ川氏

(川市民穴いし
}

仰H
川
加
問
料

エ
プ
ロ
ン
と
他
山
子
制
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
.

V
百
楽
荘
に
お
け
る
老
人
健

康
相
殻

マ・
八
け
卜

一
日
附
午
前
十
時
一ニ
ト
サ
h

ー
で
時
三
卜
分

マ
内
科
目「
包
人
の
良
川
仁
川
に

勺
い
一
J

保
他
刈
栄
炎
上

・
制
別
相
戊

マ
ヘ
け
-
.
卜
阿
川
川
午
後
.
時
一七
ト
分

1
・一.
時

マ
内
科
H
似
他
所
に
ふ
る

A
A
-制

w

m品
、
そ
の
他

-v
胃
績
診

〉
受
付
目
下
前
九
時
t
十
時

門

V
料

品

山

p
-ヘ
k
f
川

ル
孔一A
み
さ
れ
る
十り
は
.虫
J

日
制
食
.
た

ば
こ
‘
水
わ
ゆ
ど
二
切
N
H
L

・h

・-いが
・7
々
い

亡
く
だ
さ
い

V
錫
人
検
惨

{V
安
川
H
午
後
.
川
川
l
-
.附

V
削
け
仏
市
・

1
人い
れ

円

V
九けり
・h
u
の
Hm
m
小
小
仙
は
で
の
川
人

一m
A
川
、
川
伸
弘
之
札
山
刷
出M
A
甲山む
行
い

よ

寸

-礼
制
陥
恨
み
の
料
品収

l
じ
・h
、，
川
』

マ一

年
に
一
川
は
.
が
ん
険
止
を
受
け

主
し
ム
、
寸

が
人
険
み
の
山中
し
込
み
は
.
を
け
ん
ぶ
ぽ
へ

ま
れ
る
山中
し
込
ム
川
紙
に
い叫
人
寸
る
か
.

前
ぬ
市
魚
川
川
地
沫

へ
山中
し
込
み
く
ど

さ
い

-宮
内
似
2

1
1
-

V
母
貌
学
級

(A

コ
l
ス
)

マ
八
円
l
八
日
附

マ
叫
川
H
午
M

川
九
時
一一
.ト
分
1
午
後
一-一

時
，t
卜
分

川町川
励
行
で
紛
め
主
匂
-

V
地
刈

nhm…
川
保
川
県
山
・
.川附
A
AY

マ
刈仙匹
目
川町似
し
て
い
る
人
と
そ
の
家

紋

{帖
さ
ん
.
た
の
参
加
猷
泌

マ
今
川
の
内
引け

-
映
州
H
V
M
札
艇
か
・
いJ
分
岐
ま
で

-
実相

H1
安
必
の
た
め
の
紙
刷
休
凶
作

.
実
例

1
妊
娠
小
の
h
H
山V

-
A
ぷ
un川
町
似
の
佐
用

{医
帥
}

.
%岬
HH
み
ら
ゃ
ん
の品
市部流

マ
初
派
の
H
U
UTけ
に
必
ず
受
け
圭
し

L
-
つ

マ
怜
段
、
ス
ラ
ッ
ク
ス
、
内
l
子
制
松
本」

n参
し
て
く
だ
さ
い
，

グ
妊
娠
中
の
農
薬
散
布
は

危
険

M
H

H

限
必
の
阿
川
以
は
、
年
一々

m加
し
て

い
ま
す
。

川
内
心
伐
の
も
の
と
も
.
胎
児

に川判明
げ
が
々

い
と
り
い
え
主
は
人
.
判

に
ビ
ニ

ー
ル
ハ
ウ
ス
内
は
危
険
で
ヂ

収
娠
中
の
肉岡崎
情
欣
ゎ
叩
は
や
め
ま
し
k
う。

マ
乳
児
検
診

(12) 

K K 

'‘ JI JI JI I1 
:.n 、、、 u 

1判 11 (，，;11 I f~ 11 11"111 

10e'・A4身ιF，，、1:， 
-a，'h1γ 4 -56a11.1 L 、h:043411 

)I':WIお1'， 
.¥ '.i tI ~ 1 ‘、 ~i

( 

t十ポ t..、
t- 1111 ;1 1111・4 tI 

I~ l~ iq:1t0t 1H. ・阜・ iJ' ji /)・ '1' 
1I ，.土 JJ :!: fl 1I 

事l
。ι J、"叱 人1:・ι 1児

" " 3'J島~ 
，.~ 

v
 
•• 

か
け
険
A
M
M
川
に
・」問
問
山
肌

3
?っ

倹
へ品会川
川
は
て
行
い
ま
す

V

一
緩
六
か
月
検
診

V
会
均
H
保
健
仙
川

一V
ぃ
ω
f
3ん嶋
晃川
の
お
も
行
ゃ
あ
」
・
ご

H
H
h
qJ
'

、
だ
さ
い

V
三
歳
児
検
診

q 
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収
穫
時
の
農
機
安
全
使
用
の
徹
底

秋
季
金
作曲
需品安
全
週
動
実
結
期
間

一
八
月
二
+
白
か
ら
九
月
三
+
日
ま
で

口
駅
近
の
向
性
能
な
農
業
微
械
の
得
人

と
、
臨
本
来
化
の
泊
M
択
で
、
作
業
織
械
の

検
作
の
未
熟
さ
は
ど
か
ら
が
放
が
刷
加

し
て
い
去
す
.
た
の
し
い
%
の
秋
を
.

必
し
い
む
の
に
し
俗
い
た
め

「秋
字
農

作
業
安
全
運
動
」
を
線
開
し
ま
す
.

次
の
心
得
々
ど
を
守
っ
て
安
全
に
取

り
入
れ
告
終
り
ま
し
ょ
う
.

作
業
安
全
の
心
得

一.
農
機
の
使
間
説
明
脚
内
を
よ
く
必
ん
で

正
し
い
操
作
を
す
る
.

二
、
出
阿
国
慨
を
使
う
と
き
の
服
装
は
機
械
に

巻
き
こ
ま
れ
タ
い
服
装
に
し
、
で
き

;紛れ自然吋
魚族紹介。6) ~ 

i どす い か る

9 品H~M

る
ど
け
ヘ
ル
メ
ッ
ト
k
g
泊
川
す
ゐ
-

R

、
作
業
什
州
は
、
機
械
の
枇
能
、
使
凶

行
の
技
能
等

erJ服
し
て
た
て
る
.

刷
、
始
業
前
に
は
光
分
機
械
の
点
検
を
行

い
、
巡
転
中
は
山内
村
払
れ
ゆ
に
仲
代
念
4
9

る
。

機
開
別
措
引
山
…
伐
底
引

m

V
コ
ン
バ
イ
ン

・・
作
業
中
危
険
な
と
、
』
ろ
へ
下
会
人
れ

t

、.
4
・v

・2
川悦
殺
郎
や
カ

ッ
タ
ー
の
品
ぷ
り
等
の

除
去
は
、
必
ず
エ
ン
ジ
ン
を
止
め
て

か
ら
除
去
す
る
。

z
.運
転
者
と
鰍
助
者
は
‘
砂
川
に
仕
事
の

手
順
を
打
ち
合
わ
ぜ
.
%
を
く
ば
り

々
が
ら
機
械
の
操
作
を
行
う
。

-4
J
A
V
n
u
MW1
“p
nu
wド

マ
乾
燥
機

t
仙
川
仰
に
抑
制
れ
.

ベ
ル
ト
の
ゆ
る

み
、
パ

l
ナ
浮
の
点
検
会
充
分
に
行

• ・つ
+.、
従
微
小
は
.
必
ず
人
が
つ
く
ふ
う
に

ず
る
.

守

Z
M
礼
伶
幽慨
の
川
聞
は
.
常
に
戦
時
し
て

燃
え
や
す
い
む
の
は
況
か
わ
ゆ
い
.

円
安
九
#
の
ヒ
ュ
ー
ズ
叫
迎

vzb

の
あ
』仏
代
い
仇
仁
巾
ド
で
の
山
山
川
は
し
俗

、.
-L' 

通完
歴
史
民
俗
資
料
館
よ
り

か
勺
て
の
除
隊
必
念
の
さ
か
ず
3
で

不
川
の
む
の
が
あ
り
ま
し
た
ら
資
料
館

へ
仰
川
付
制
い
よ
す
。

述
給
光

川
市
山
民
民
俗
資
料
館

宮
山
|
7
2
2
0

H

兄
島
行
瓜

宮
山“
1
2
2
0
0

-内
線

a

二

O
八
-

‘ r、鹿

温"'~o .. ~ 
舟憎• 72 

康
司1• 

-4
・
骨

a
n
va
AV
O
OR
A
f
h
o
v
-
-
&
v-
-
aE胃
vl
血

H
V
O
U舟
怜

o
a
hs尚
昆

E
Z
A
V
《
也
「
れ

3しArr:~三駁!こZく分荷し富山，韮でIa.水深150

ml以下の沼通CCJcO。 係長1a.3加n余・つで魚遣

でia.おもに1l~縄1こ刀刀り. ~nにmタJレイ刀

の定自嗣!ごも入いる。語訳いている簡は幅赤色

で茅しいが皮H・111o.rh1や?Jいので踊にすれ

て氷潟げされる簡に!とよ体長11臼ぐらり苔しく

タト見刀語く/Jることや乙れる聞も少忽いこと

もあり魚屋の庖誠に出ること1o.:':!>IdL.，。レ刀

し!fdlぷ厚くてや杓らかいので.ゆCてM吻lこ

~るとおいしい。

魚の万曾

1①つマズラハギ コンゴリ パヲチコキ

@ホウボウ タンポ キミヨ。
~ヨ~ <i許 '_-!，.・・

47
L
Hア
，・9
b占
r
G
T
U
T
--t

r
n
q
AUT
--~ 

J

・也

、

A
V
--
uE

8
月
の
休
日
診
療
医

幻
日

一
m一
米
沢
医
院

本

打
S
@
1
1
3
9
3
 

幅
間
金
凶

e
@
1
1
2
5
3
 

・a

、.
g
@
1
3
4
8
6
 

火
の
w
m
町

g
@

1
1
7
4
8
 

本

臼
曾
③
3
1
7
5
7

街
角
川

包

@
1
0
1
2
2

K
村
本

曾
③
t
7
7
7
7

本

江
g
@
1
5
0
5
3
 

一
川
刊
一間一

泊
一
樹
術
院

手配.:>0 、

(13) 

(6月*現在)
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A

守
お
盆
の
か
ゴ
ミ
収
集
e

-
し
原
く
み
取
り
e

案
内

お
盆
の
山
肌
川
は
次

ωけ
m
h
c

川
県
し

圭
Jo
か
・
勺
ご
協
h
付
く
だ
3
い

出ん燃
え
る
ゴ
ミ
の
収
集

卜
刊
日
川
リ
千
件
川
泊
リ
似
H

山
L
主
f

ト

h
u
ω
・
-
人
け
刷
の
収
H
K
H
H
m

み
主
寸

・
・、，

.-h，

ニ

σ
r
o

ト
H
H
の
収
集
地
問

ul--八
u
m}

ト
八
U
の
似
仙
拠
地
以
一
日
l
卜
九
日
山一

に
収
集
し
ま
J
o

ヂ
熔
え
な
い
ゴ
ミ
の
収
集

卜
問
H
・
I
・九
日

・
ト・
ハ
れ
と
休
ん

主
3-』の

h
じ
め

ト
三
日
川
一
約
金
物
飢
似
他
地

k
u.

十
問
日
川

一
・γ
・
古
川山
に
以

%
し
ょ

ト
五
日

ω一
す
。

ト
・
ハ
日
附
の
陶
総
制
州
収
民
地
υれ
は
.

4

『
ゴ
ミ
の
級
集
作
集

d
a
 

ト
じ
け
胤
に
似
似
し
主
す

ゴ
ミ
娩
刈
初
日
卜
。九
日
山

・
-
人
日

制
の
向
川
は
休
・
ω
・-hdJ

ゅ

後
し
以
く
み
取
り
H
.
小
m
A
umセ

ン
γ
ー
か
1

州
M
m
tト
八
U
刷

t
c

d
m川
点
検
の
た
め

L
M叩
の
投
入
処
州
叫
ん
・

休
み
よ
4
q
，
払川
小山
m

M
叫
術
パ
・
icu・』の

州
問
く
み
取
リ
作
O
A
合
H
m
み
よ
1

次

ω
ω…
に
ご
協
h
H
合
/

川弘リト
M
A
K
J仰
の
党
色
、

ゴ
ミ
の
忠
弘

の
た
だ
主
う
4
r
節
で
哲
也
ゴ
ミ
は
山
県

日
以
外
は
絶
刈
に
山
、
.』心
い

f
ミ
そ
し〈以
に
山川
三
れ
心
地
ヘ
H
U仇

十
民
瓜
凡
訓
中
"
"
、

1
3
a
t

・a'aa
〆

水
分
的
多
い

λ
f
力
守
-物
川
水
分

会
ム
，
、
川町

，
て
か
ら
山
川
し
ご
く
ど
コ
い

!
以
く
み
取
り
付
近
い
危
険
物
/

ロパ
-
J

ガ
λ
山

Y
や
品
桃
山
守
・
』
わ
れ
や

I
い
物
川
前
か
れ
仙
い
で
:
・
た
さ
い

作

業
小
が
欣
が
い
位
3
る
ぬ
へ
H
bあ
り
ま
す
.

み
心
さ
ん
の
ご
協
h
り
を
お
一
胤
い
し
ま

• ーA

守
宮
津
軍
園
管
理
料
の
納
付

は
八
月
三
十
一
日
ま
で
に

市
て
は
.
山
川
河
川
叫
川
川
合
同
川
、
』れ
ζ

い
る
ん
か
・
り
.
句
作

e
J
γ

わりメ
l
ト
凡

勺
り
.
し
£
川
の抑
H
内
科
を
納
付
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
の
納
付
A
を

八
川
.
付
に
滋
り
ぶ
す
の
で
お
忘
れ
な

く
納
め
て
く
だ
ミ
ぃ
.
わ仙
お
八

H
i
---

nか
-
u
l
h
N
よ
と
の
-
.
日
間
.
山
N
A川

波
川叫

mMm制
打
取
川
帆
刈
で
む
竹
内
科
会
.

m恥川
m
，
ζ

い
よ
寸
か
・
り
川崎参
の
折
.
ご

川門川
く
だ
且』
い
.

「富
津
幡
m踊
無
線
容
の
法
要
」

し叫
午
わ
っ
ご

い
ま
す
縦
…
結
俗
内
の
旋
…

枕
仏
の
法
制
を
、
今
年
む
次
の
よ
う
に

れ
い
主
リ
か
ら
‘
ど
な
た
で
も
ご
今
川
什

，‘
μ'f-い

-v
八
川
1
・ニ
け

凶
i
h

リ
し
ト
T
H
-.，

ん
l
A
H
，，UMm
，山‘
a

-
市
民
会
館
か
ら
の

お
知
ら
せ

市
民
会
館
で
は
.
営
利
を
口
的
と
し

て
他
川
J
る
場
合
は
.

k
d
大
h

悼ん買い仙や

仏
行
守
合
成
め
.
定
地
に
際
し
て
む
、

山
民
会
館

ωい
川
や
円
山
似
を
似
つ
け
れ
U

い
ニ
と
そ
‘

山
川
の
あ

・t
4
M
H
と
し
一

い
k

j

と
ム
ど
3
.
災
術

-
L
H一五
・

汁
と
一円f
て
の
他
け
常
生
泊
に
関
係
の
ぷ

い
ら
の
の
岐
川
会

(即ドハルをう同
む
工
竺

れ
つ
ご
い

よ
司
が
、
皆
同
隙
か
ら
む
た
い

へ
ん
針
川
合
同附
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

川
口
除
の
小
いい
民
ι
小
会
で
入
手
し
た
物
で
‘

品
目

・
剛
山川
そ
の
他
の
ボ
で
、
何
か
附b

J
D
r
Hげんい
し
タ
い
と
思
わ
れ
る
ら
の
が

め
れ

u.-で
の
剛
山
仰
は
な
ゐ
べ
く
H
卜
ゃ
く
‘

山
民
会
船
引
偽
川
よ
で
ご
泌
総
れ
が
い

・・・
-... 

-
東
部
中
学
校
同
窓
会
々
員

名
簿
発
刊
に
つ
い
て

れ
ト
附
年
・・一
川
口
交
刊
を
日
僚
に
波止札

九
.ド
ι州
側
に
ふ
る
拙
刷
伐
を
「打
っ
て
い
ま

J
の
ご
九
五
日
山地
円憾
の
ご
協
力
告
お
願

い
し
E
r

av
こ
と
ば
の
教
育
相
談
案
内

持
川
の
f
ど
む
ム
り
た
い
へ
ん
-
-
と

ば
が
心
く
れ
て
い
る

九
、
八
伐
に
む
々
ョ
ζ

い
る
の
に
が

し
い
党
内
け
が
で
3
h川い
.

ど
b
ゐ

H

叫
が
泌
い
と
か
、
け
が
い
裂
や
約
問

ま
ひ
の
た
め
に
・
」と
ば
に
mw小川口
が
あ

る
。

わは
ど
、
お

f
さ
ん
の

噂』と
ば
の
・」』-

C
お
同
り
の
打
は
、
し
へ
町
小
川
「
陀
の
よ

と
ば
の
鮎収不
で
教
行
制
必
を
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し
て
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り
E
4
の
で
ご
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く
だ
三
い
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と
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の
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万
リ
小
川
に
々
お
し
，
」
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ゐ

喝
』
と
が
た
い
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で
リ
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行
刺
市
州
佳
品
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れ
ゐ
打
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、

ω

が
主
ま
た
は
、
川
ふ
で
お
中
し
込
み
く

だ
さ
い
ω

宮

2
2
0
2
7
0大
町
小

小
校

-
秋
植
用
首
木
の
あ
っ
旋

市
林
林
組
合
で
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‘
ス
ギ
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M
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の
肱川

本
の
あ
っ
仇
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必
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た
し
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J
Q

乱仰

惜
の
い
H
は
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τ
・ト
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U
E
で
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し
込

み
し
と
く
だ
3
ぃ
.
倒
的
は
ス
ギ
.

k
?

じ
ト
川
.
除
札
卜
川
の
見
込
み
.

L
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本
以
ド
は
川
内
で
よ
と
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て
く
だ
E
」
日

中
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先
M
市
役
所
内
向
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沖
市
保
体
組
合

へ
宮
路

1
2
2
0
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9
2爵
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ゅ
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ぴ
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ミ

ニ
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イ
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人
泊
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利
川
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M
M
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日
付
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川
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九
十
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地

ω名
川
史
跡
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災
然
必
念
物
心
ν
ー

そ
の
k
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の
瓜
物
を
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た
日
付
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胤
M
M
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N
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-
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蜘
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C
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-
H
H
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、
ν山
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印
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応
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て
わ
ぬ
り
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す
の
で
、
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か
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の
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似
り
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、
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タ
ど

へ
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い
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念
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川
く
だ

れ川お
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M
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鴨
川
以
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l
M
M
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印
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M
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A
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と
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る
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か
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魚
川
副R
M
U

)
 

aa--1
 
(
 

-
移
転
工
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め
に
/

umM
.
改
築
タ
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で
泣
ぷ
機
会
移
動

な
3
ゐ
と
E
』は
ト
日
ぐ
う
い
・
削
にい
ω山叩

し
山
く
だ
さ
い
.

今
日
.
川
け
の
仁市

ve今
日
必
山
叩
し

山
に
々
っ
て
む
ご
乱
叩
叫
日
に
応
じ
・
リ
れ
々

い
よ
と
わ
め
り
ぷ
リ
.

〈〉
新
銀
、
噌
改
築
の
際
は
ぜ
ひ
配
管
令

-
g
Eに
一
台
の
電
話
の
臨
時
代
で
す

粉
徐
‘
川
改
築
の
際
に
は
ぜ
ひ
屯
H
A

の
配
作
品
立お
忘
れ
は
く
.
将
米
の
が
を

行
え
て
九
郎
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に
ら
子
愉
の
配
併
を
し
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き
志
す
と
後
日
制
限
刊
で
す
.

く
わ
し
く
は
詑
1
1
0
0
0併
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札
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氾
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-
安
全
器
に
は
適
正
容
量
の

ヒ
ュ
ー
ズ
を

。
安
全
総
に
術
札
の
針
金
な
ど
を
使
、っ

の
は
事
般
の
む
と
.
ヒ
立

|
ズ
が
切

れ
た
ら
正
し
い
容
ほ
の
ヒ
ュ
ー
ズ
金

入
れ
て
く
だ
さ
い
。

。
安
全
総
の
か
わ
り
に
ヒ
ュ
ー
ズ
の
は

い
配
線
則
し
ゃ
断
総

(ノ
1

ヒ
コ
l

ズ
ブ
レ
ー
カ
)
を
取
付
け
る
と
便
利

で
す
。

北
限
氾
力
側品

川
咋
営
業
所

-
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
保
安
点

検
の
お
知
ら
せ

八
月
中
は
、
次
の
地
区
の
プ
ロ
パ
ン

ガ
ス
例
代
設
備
の
点
検
会
災
地
放
し
ま

す
の
で
ご
協
力
く
と
さ
い
.

ド
齢
制
方
地
u
n
(8
号
線
山
側
}

石
川
町
新
六
問
‘
印
刷

三
二

魚津善意銀行へのご断す
(敏祢圏各)

本
記

一一ニ・
九
、
反
泊

し
〈
九
手

」ハ
ニ

点
検
に
は
、
日
山
県
上
ド
ガ
ス
協
会

品
川
出
文
郎
保
安
点
検
セ
ン
タ
ー
訓
命
日

が
伺
い
ま
す
ω

涼
し
い
こ
と
は
、
同
セ

ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
の

告
別
|
5
3
4
0

Jし

-
電
気
配
線
無
料
惨
断
の

お
知
ら
せ

八
月
中
に
次
の
池
氏
の
無
料
診
断
を

行
い
ま
ず
か
ら
ご
協
力
く
だ
さ
い
.

中
央
通
り

一
丁
目

中
央
通
り
二
丁
目

く
わ
し
い
こ
と
は
次
へ
ど
う
ぞ
@

肘
問
法
人
北
陸
氾
災
保
安
協
会
沼
山
文

部
魚
川
叩
事
務
所

{新
令
Mm
一

r日
北
附

氾
力
附
知
山
常
業
所
内
)

E
n
i
l
6
5
5
 

。E谷 京成 主守尚 20.000門

雪量の募金桁 .({I. iI!事警官~~ 8.933 

~r浜山太郎浴阻r 30.000 

小間 治相ノ水 30.000 

;~百直司 法 JJ 諏紡fiT 10.000 

lH.f> .f..後来域 50.000 

3ef野健二 大光寺 2区 20.000 

総自身 宰 Mt f 怖 15.000 

氏1I1 兵員lJ 天神野紛 30.000 

吉野路一火の1白隠T 100.000 

.({¥ilt5eil1i 従軍Ht一同末広田J 69.600 

1;) 111保持動向業納合

理I!AHi毛111知l剛佳子瓦11J.liHi町 10.000

.'.~\III (E校佐木町 叩0.000

川11ニ 'fJ・松北鬼U: 50.000 

J二燦，、ナ子渇 r. 30.000 

ili ..f:之大田T小ザ:校3王手21111.500 

-
毛
糸
手
編
み

巴
糸

r制
み
の
技
術
M

州
場
数
本
が
、
次

の
と
お
り
開
成
さ
れ
ま
す
。

副
党
助

ι巾明いい自
は
、
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
の

-
W
川

九
州
六
H
か
ら
十

一
月
八
日

志
で
の
う
ち
ト
日
間

午
前
九
時
三
卜
分
i
午
後
三

↑J
 

.、
会
場
品
川
沖
公
民
館

.、
券
取
人
以

二
十
名

•. 
m判
内
山
介
手
一樹
み
則
武
闘
昨
火
山
山

前
守

:訓食
品
料

M
m
料

た
だ
し
テ
キ
ス
ト

川
門
料
柑
は
は
本
人
魚
川
目

..
 
m川
mn
州
市
記

mu丹
、
か
ざ
針
、
柿

火
、
物
さ
し
、
も
糸
佐
木

二
色
五
十
グ
ラ
ム
‘
中
食

.、
山中
し
込
み
日
八
月
二
十

・
二
十
三

二
十
五
・

二
十
八
・

た
だ
し
定
数
に
な
っ

11キ
JllJ 新川ヴィーラへのご寄付

{敬紘略}

5.000 

10.000 

10.り00

10.000 

代J< '.;1 4' :Jt校

タオ Jレ49f:文

fiけ人71コ

フキン 4t文

滅的自1}作大光~J'450 さやえんど う 1 .6kg

大仏ト シエ {ftiin田r ，<ン90ケ

ロー ソク 2m
マ γ チ 2/1 

t融合 111 

1" i'i y，)'r磁1・H
20.000円

た
ら
、
締
め
切
り
ま
す
。

市
役
所
市
民
相
談
前

.
内
抑
制
相
談
コ
|
十

内
線

(2
3
8
得
)

4
毛
糸
手

aみ
敏
重

.、
申
し
込
み
先

3.00011.) 

20.00。

&霊tJl父母心の級事吉U

広沢 t1 ~J 討T・迫分

谷 U 久険 l笹野1207

章者機市社会計，i術協議会

会誕生池山作

1忠司令1折太郎本 新

書';:谷弘

』河川 治 六I1lI)L

itt川市m'1' i1r圃f納入会

-
自
衛
官
募
集

。
防
御
附
げ
で
は
必
ぷ
の
羽
目
の
券
取
を

し
て
い
ま
す
。

尚 一 航 i組 2

時r 4Tt' 可・'f:き 管 F導E 』唱
生 4長 .:lo 日

9 8 9 8 11- ~ι -

jo-~I 21611l 1 11 f寸

I:l H 日目 N1111 1 

2首0見 府乍 24世o，f，苧'Ij 米 IR
竜王

音量
Aミ ( 4b }4 I前}
1前 .I! 

I台純 21 2 2:1 f計8・ 込』 I'i 品k

o
nし
い
お
間
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.
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仙
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払
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上
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)
E
m
-
-
0
3
6
又
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役

所
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民
ぷ
へ
ど
う
伊
、

友 ill

f1i'/Il川一 flJ
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鑑草'二

初J伐

JlIJ-. 

木下
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